
５年１組 道徳科学習指導案 

                                     授業者  堀口 貴司 
１ 主題構成表 

  主題名 セルフジャッジ 
 資料名 セルフジャッジ 

 

■内容項目Ｃ 規則の尊重 

 法やきまりの意義を理解した上で進

んでそれらを守り，自他の権利を大切に

し，義務を果たすこと。 

 ■内容項目から見た児童の実態 

（意識） 

・学級や班での活動の時は，

状況に応じてルールを作る

など，ルール，きまりづく

りへの関心は高い。 

・ルールは守らなくてはなら

ないものという意識は芽生

えてきている。 

・休み時間に一緒に遊んでい

る６年生の姿を通して，ル

ールを守って遊ぶことが楽

しさにつながると気付いて

いる児童もいる。 

・その一方で，その場の楽し

さや自分本位の考えに流さ

れてしまいルールを破って

しまう姿が見られる。 

（要因） 

・宿泊研修で学んだ自立の大

切さや難しさを日常に生か

すことができている。 

・ルールは守らなければなら

ないと理解はできているが

その場の空気に流されてし

まったり，これぐらいなら

いいやという気持ちが先に

出たりしてしまう。 

・ルールやきまりを守らなく

てもバレなければ大丈夫と

いう気持ちがある。 

 

 ■資料の分析 

・本教材は，主人公がクラスの

みんなと遊んでいる際の出来

事が描かれており，児童には

身近な内容である。 

・審判を置かずにお互いの判断

で試合を進めるセルフジャッ

ジでサッカーをしたところ，

それぞれのチームがやりたい

放題になり試合が面白くなく

なった。「好き勝手をするか

らだ」と，どの児童にも道徳

的課題は明らかである。 

・ゲームが面白くなくなった原

因を考える過程で，セルフジ

ャッジの理念と好き勝手を比

較するだけでなく，ルールを

破ってしまう心情にも触れる

ことで自分の弱さに向き合う

ことのできる教材といえる。 

・本教材を通して，自分の弱さ

と向き合い，自分と仲間のた

めにきまりを進んで守ってい

く心情を育てたい。 

・日常の生活において自分で判

断しきまりを守っていくこと

が自立につながることに気付

かせたい。 

 

 

 ■ 価値の分析 

・本内容項目の目指すものは，生活する

うえで必要な約束や法，きまりの意義

を理解し，それらを守ると共に，自他

の権利を大切にし，義務を果たそうと

する態度を育てることである。 

・子どもは成長するに伴い，所属する集

団や社会を構成する一員としてさま

ざまな規範を身につけていく。 

・約束や法，きまりを進んで守ることが

求められるが，そのためには，それら

の存在する意義についての理解が必

要である。 

・他者からの働きかけによるものや盲目

的な遵守では，本当の規範意識とはい

えない。 

・自他の権利を尊重するという規則の存

在意義を理解するからこそ，進んでそ

れらを守ろうという態度につながっ

ていくと考える。 

 

 

 

 ■ねらい 

 きまりが何のために存在するのかを考えることを通して，自分も仲間も楽しく生活するためにきまりは
大切だと気付き，進んできまりを守り，自分の義務を果たしていこうとする心情を育てる。 

 

■他の教育活動との関連 
 事前             本時             事後  

社会見学  

・ルールやマナーを守った
見学を心がける。  

 『セルフジャッジ』  

C 規則の尊重  

 帰りの会  

よいこと見付け (人権週間) 

・きまりについての仲間のよ
い行動について考える。  

  

 

日常生活：休み時間，仲よし班あそび，学級での話し合い，班での話し合いなどで，決められた
ルールを守り，活動することができる。  



２．学習指導過程 

 基本発問と予想される児童の反応  指導・援助  

導
入 

◇きまりについての考えを確認し合う。  

○きまりは何のためにあるのでしょうか。  

・きまりがあると安心して過ごすことができるから。  

・みんなが気持ちよく過ごすため。  

・事前にワークシートに記入さ

せておき，提示できるように

する。  

展
開 

◇資料「セルフジャッジ」を読み，きまりを守る大切さにつ

いて考え，交流する。  

○セルフジャッジというやり方について，あなたはどう思い

ますか。  

・みんながルールを知っていてルールを守れば審判はいらな

いと思うので賛成。  

・審判がいないとわざと反則をする人が増えるから反対。  

・審判がいたとしても反則をする人はいるんじゃないかな。  

 

◎ゲームが面白くなくなったのはなぜでしょう。  

・両方のチームがルールを破り合ったから。  

・ルールを守らなかったから。  

・勝ちたい気持ちが強かったから。  

・周りもやっているからという気持ちがあったから。  

・好き勝手をしてしまったから。  

 

・楽しくない。人がどんどん離れてしまって1人になってしま  

う。  

・好き勝手やれるだけでは楽しくない。  

・サッカーにならなくなってしまう。  

・嫌な思いをする人がいる。  

・ルールを守るから自分も含めた，みんなが楽しくなれる。  

 

○きまりは何のためにあるのでしょうか。  

・みんなが嫌な思いをせずに，楽しく過ごすため。  

・そこにいるみんなを守るため。  

・きまりを守ることで周りだけでなく，自分も楽しく過ごす

ため。  

【深めの発問】  

○ルールを無視してセルフジャッジをした方が楽しいので

はないか。  

・導入で立てた問いを意識しな

がら教材を読むように促す。 

・セルフジャッジとは何なのか

をフラッシュカードにして

提示する。  

・休み時間や体育の授業での経

験を想起させ，自分たちに身

近な教材であることを実感

させる。  

・「ルールを守らなかったのは

どんな気持ちからなのか」と

問うことで行動の裏にある

弱さに気付けるようにする。 

 

・「好き勝手にやった子は面白

かったのかな。」と問うこと

で場に流されてしまう心の

弱さに気づき，深めの発問へ

とつなげていく。  

 

・「セルフジャッジ」というや

り方はルールを守るから成

り立つのであり，ルールを破

ると相手だけでなく，自分も

楽しくなくなることを確認

する。  

・事前に書いた考えとの変化か

らきまりを守ることの大切

さをおさえ，終末での自己の

振り返りにつなげる。  

終
末 

◇本時の授業で感じたことをもとに，自己を見つめる。  

○あなたはこれからどんな気持ちできまりを守っていきます

か。  

・休み時間にルール破りからもめることが多かったので，こ

れからは仲間と楽しく過ごせるようにきまりを守っていき

たい。  

・「これくらいいいや」という気持ちできまりを破っていた

ので，自分の弱い気持ちに負けずきまりを守っていきたい。 

 

・ワークシートへ記述すること  

で，理解を確かにし，実践へ  

の意欲や態度につなげる。  

・自分のこれからの生活を振り

返り，今後に生かすことがで

きるようにする。  

 


